
 

第 123 回島根県立大学教育研究評議会議事要旨 

（平成 30 年度 第２回） 

・日 時 平成３０年５月３０日（水） １５：００～１５：４０ 

・場 所 浜田キャンパス会議室、出雲キャンパス大会議室、松江キャンパス大会

議室 

・出席者 清原学長、江口副学長、山下副学長、岸本副学長 

     林総合政策学部長、梶谷看護栄養学部長、岩田人間文化学部長、犬塚教

務部長、吾郷教務部長、マユー教務部長、佐藤学生生活部長、今中学生

生活部長、田中学生生活部長、石橋看護学研究科長、狩野別科長、李 NEAR

センター長、落部事務局長 

 

○第 122 回教育研究評議会の議事要旨の確認について 

  第 122 回教育研究評議会の議事要旨について、原案どおり承認された。 
 

《審議事項》 

（１）非常勤講師の任用について（浜田キャンパス） 

林総合政策学部長から、非常勤講師の任用について、資料（略）により説明

があり、承認された。 

清原学長から任期について確認があり、林総合政策学部長より、１年と回答

された。 

 

（２）平成 29 年度業務実績報告について（企画調整室） 

福間企画調整室長から、平成 29 年度業務実績報告（案）について、資料（略）

により説明があり、承認された。 

 

（３）北東アジア地域研究センター研究員の選考について（北東アジア地域研究 

センター） 

李 NEARセンター長から、北東アジア地域研究センター研究員の選考について、

資料（略）により説明があり、承認された。 

 

（４）島根県立大学出雲キャンパス成績優秀者奨学金運用要領の改正について 

（出雲キャンパス）  

山下副学長から、島根県立大学出雲キャンパス成績優秀者奨学金運用要領の

改正について、資料（略）により説明があり、承認された。 

犬塚教務部長から、第４条第３項の文言について、学業成績指数ではなく GPA

に改める必要がある旨の発言があり、山下副学長より、文言を学業成績指数及

び GPA に修正する旨回答された。 

 

（５）看護栄養学部臨床教授等の推薦について（出雲キャンパス） 

坂田出雲キャンパス教務学生課長から、看護栄養学部臨床教授等の推薦につ

いて、資料（略）により説明があり、承認された。 



 

清原学長より、実習先の看護師等に臨床教授の称号を付与して実習に参画し

てもらうという理解でよいか確認があり、坂田出雲キャンパス教務学生課長よ

り、そのとおりである旨を回答した。 

 

（６）平成３０年度客員教授候補者について（松江キャンパス） 

岩田人間文化学部長から、平成３０年度客員教授候補者について、資料（略）

により説明された。記載されている任期について修正がある旨発言された後、

承認された。 

清原学長から山内客員教授候補者の職業について現職か前職か確認があり、

岩田人間文化学部長より、前職であると回答された。 

 

《報告事項》 

（１）北東アジア地域研究センター市民研究員受け入れについて（北東アジア地

域研究センター長） 

李 NEAR センター長から、北東アジア地域研究センター市民研究員受け入れに

ついて、資料（略）により報告された。 

 

（２）その他 

清原学長から、来年度実施される大学基準協会の認証評価受審について、次

のとおり口頭で報告をされた。 

・受審に向け準備を始める必要があり、自己点検・評価委員会の委員長を江

口副学長にお願いしている 

・基準協会から示されているチェック項目の中で、全学的な体制ができてい

るかという項目がある。例えば、全学的な一般教育の実施体制ができているか、

学部間で専任教育カリキュラム等の連絡体制ができているか、学部間で学生支

援の連絡体制ができているか等である 

・全学的な実施体制ができているかが重要視されているので、それに対応す

るため、今後改めて組織編成等について提案する 

 

清原学長から、本田前学長兼理事長が春の叙勲を受賞され、その祝賀会の日

程について、７月８日（日）、１１時より浜田ワシントンホテルプラザにて行

う旨の報告をされた。 

 

次回開催予定：平成３０年６月２７日 


